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まめ知識

高崎駅西口ペデストリアンデッキの維持管理と駅前駐輪場の利便性向上
子ども一人ひとりに寄り添う教育環境の充実
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質問　八幡霊園に共同墓地を設置すべきだが、
八幡霊園整備事業の今後の方針は。また八幡霊
園進入路拡張事業の経過は。
答弁　県内外の公営共同墓地の事例を参考に、
市民ニーズなどを踏まえた上で、どのような墓
地の形態が望ましいか調査研究していきたい。
また新たな進入路については、八幡霊園の敷地
西側から既設市道を一部拡幅するルートで調整
しており、令和８年度は整備する道路の設計業
務を実施し、用地買収や支障物件の補償を行う。
質問　新たな防災気象情報の運用が始まったが、
自然災害に対する安全教育の取り組みは。
答弁　高崎市学校防災計画に基づき、各学校で
学校防災計画を作成し災害対策を講じているが、
学校におけるあらゆる教育活動を通じ、自分の
命は自分で守るという防災意識を子どもたちに
確実に定着するよう指導を重ねていきたい。

質問　来春に第40回を迎える高崎の映画文化の
象徴といえる高崎映画祭への本市の支援方針は。
答弁　高崎映画祭は市民有志による高崎映画祭
委員会により運営されており、開催に必要な費
用の一部を補助している。映画祭の規模拡大や
物価上昇等による経費の増加などから、令和８
年度は3 0 0 万円予算を増額している。第40回の
周年事業についての具体的な企画内容は未定だ
が、映画のまち高崎として、節目を飾る魅力あ
る映画祭となるよう委員会と一致協力し、本市
の映画文化の発展につなげたいと考えている。
質問　公立保育所の調理場の暑さ対策は。
答弁　令和８年度から、新たに熱中症対策とし
て保冷ベストを貸与する。既存の設備について
は、現場で働く職員の声をしっかりと聞きつつ、
必要に応じた修繕を行うとともに、耐用年数や
機器の状態を見極めながら適切な更新に努める。

質問　令和８年度から学校給食費が無償化され
たが、本市の学校給食の地産地消の推進状況は。
また、給食の質をどう維持、向上していくのか。
答弁　学校栄養士で構成する地産地消推進班が
ＪＡと情報交換を行い、得た情報を共有するこ
とにより、良質で安全な地場産物の安定確保と
活用を推進している。また、食材価格の物価高
騰分を公費で負担することにより、追加の負担
を保護者に求めることなく、給食の質と量を落
とさずに安定した給食を提供している。
質問　ＩＣＴを活用したデジタルとアナログの
双方の教育効果について本市の見解は。
答弁　デジタルの持つスピード感や視覚的な理
解の促進力と、アナログでじっくり取り組む時
間のバランス、それぞれの良さを柔軟に組み合
わせた教育を展開し、子どもたち一人一人の資
質、能力を伸ばせるよう、学びの充実に努める。

質問　本市職員の確保には今後さらに工夫が必
要となり、子育てや家族の介護などの事情に合
わせた働きやすい環境づくりが大切である。フ
レックスタイム制や時差出勤、週休３日制など
の多様な働き方を今後どのように進めるのか。
答弁　子の看護等休暇の対象となる子の年齢を
本市独自に18歳まで拡充し、介護面でも要介護
者１人につき年間５日間取得できる短期介護休
暇などを設けている。フレックスタイム制や週
休３日制の導入には、窓口体制維持のための人
員確保や職員間の業務負担の偏り等の課題があ
るが、働きやすい職場づくりに努めていきたい。
質問　医師会などと連携し、加齢性難聴の早期
発見と早期ケアを充実させる考えは。
答弁　各自治体において加齢性難聴に対する取
り組みが見られるようになったため、その取り
組みを参考としながら研究していきたい。

質問　公契約条例の必要性についての認識は。
答弁　公契約条例が人材不足の解消や地域経済
の活性化に寄与する側面があると認識している
が、実効性の担保や事業者の事務負担、地域経
済へ与える影響等、検証すべき課題も多く存在
する。本市における必要性や制度の在り方につ
いて、国や群馬県、他自治体の動向等を慎重に
見極めていく必要があるものと認識している。
質問　家庭教育等の悩みを相談したい保護者は
どこに支援を求めたらよいのか。また、積極的
な周知についての見解は。
答弁　子育てなんでもセンターや児童相談所の
ほか、子育てＳＯＳサービスや子育て支援セン
ター等で対応している。積極的な周知は大変重
要であり、ネット世代の保護者にも情報が届く
ようにＳＮＳ等を活用し、さらなる認知度向上
と利用しやすい環境づくりを進めていく。

質問　高崎駅西口ペデストリアンデッキの点検
や今後の対策は。また、高崎駅西口自転車駐車
場における学生の月決め利用の申し込み方法の
見直しやキャッシュレス決済の導入への考えは。
答弁　道路法で義務付けられている５年に１回
の定期点検を実施し、状況に応じて雨漏り対策
工事等の維持補修を行っている。今後も歩行者
の快適な通行空間と安全性の確保に取り組む。
また、高崎駅西口自転車駐車場の申し込み方法
の変更等については今後検討していきたい。
質問　小学生の通学かばんの重さ対策は。また、
学校内外の子どもの居場所づくりの状況は。
答弁　令和８年度更新したタブレット端末は約
400グラム重くなったが、置き勉による負担軽
減を推進している。また、校内教育支援センタ
ーは小・中学校合わせ19校となり、学校外では
８カ所の教育支援センターで279人を支援した。

質問　小・中学校において、動物との共生を学
ぶ機会をさらに充実すべきと考えるが、見解は。
答弁　動物ふれあい推進事業や、やるベンチャ
ーウィークにおける貴重な体験機会を今後も継
続して子どもたちに提供していく。併せて、小
学校の生活科などにおいて身近な生き物に親し
みを持ち、生命を大切にしようとする心を育む
学習をさらに充実させていきたい。
質問　公園ルールの見直しや、犬を飼育してい
る市民とそうでない市民が共に利用しやすい公
園の環境づくりへの見解は。
答弁　公園内への犬の散歩等による立ち入りは
原則として制限を設けていないが、今後公園を
利用する全ての人が気持ちよく過ごせるようマ
ナー向上の周知に努めるとともに、犬の散歩利
用とそれ以外の利用者の共存を図るため、より
良い環境づくりと公園の在り方を研究していく。

質問　高崎自然歩道の今後の整備予定は。
答弁　令和８年度は、利用者の多い白衣大観音
近くの公衆トイレの改修工事や案内看板の増設、
大型案内マップの更新を行う。さらに、森林の
間伐や荒廃竹林の整備、サクラなどの花木の植
栽、防護柵や手すりの設置等の安全対策などに
加え、これまでに整備した箇所の下草刈りなど
の維持管理も継続して実施していく。
質問　高崎自然歩道を小学生の校外学習の場と
して積極的に活用することを検討できないか。
答弁　高崎自然歩道を歩いて山上碑の見学をし
ている学校や、地域の方と金井沢碑で現地学習
を行ったり、金井沢川の環境調査をしている学
校もある。駅から近く、児童が自分の足で自然
や歴史について学べるという点では、教育資源
として価値の高い歩道である。校外学習を充実
させる一つの手段として情報提供していきたい。

本市の映画文化
保育所・園の調理場

荒
あ ら き

木　征
せ い じ

二（たかさき未来）

人材確保と働きやすい職場環境づくり
加齢性難聴の早期発見、早期ケア

丸
ま る や ま

山 　覚
さとる

（公明党）
高崎自然歩道
白
し ら い し

石　隆
た か お

夫（新風会）

　

●公契約条例 自治体が発注する工事や委託業務などの公契約において、適正な労働条件の確保や地域経済の健全な
発展を目的として定める条例。


